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１  まちづくりの方針 

（１） まちづくりの理念と目指す都市の姿 

本計画においては、都市計画マスタープランで示す都市づくりの方向性を踏まえ、

多様な交流・連携を促進しながら、本市における喫緊の都市づくりの課題解決を図る

ため、将来にわたり持続可能な都市づくりに向け、適正な土地利用を緩やかに誘導す

ることで、目指す都市の姿の実現に寄与するものとします。

図 立地適正化によるまちづくりの取組方針 

新潟市都市計画基本方針（都市計画マスタープラン）平成２０年７月策定

理  念 ［都市全体］持続的に発展する政令市／［地域］誰もが暮らしやすい個性ある地域

目指す 
都市の姿 田園に包まれた多核連携型都市 ～新潟らしいコンパクトなまちづくり～

都  心  花街文化・水辺空間の活用  多様な機能の再集積  広域交流機能の強化・充実 

新潟市立地適正化計画

  将来にわたり持続可能な都市づくりに向け、適正な土地利用を緩やかに誘導 

実現に向けた、より具体的な取組方針 

多様な交流 多様な連携
都市機能及び居住の維持・充実 

都心周辺部 暮らしやすさのさらなる充実 効率的なサービス提供の維持 基幹公共交通軸の強化

人口減少・超高齢化への対応

快適な田園暮らしの充実 方針１

多核連携の充実と自立 方針３

広域交流拠点としての強化 方針２

全市レベルの理念 

持続的に発展する 
政令市 

生活圏レベルの理念

誰もが暮らしやすい
個性ある地域

都市機能の更新 雇用・交流人口の拡大 

各種サービスの維持田園の維持

都市づくりの課題 

地域拠点 地域特性に応じた個性や魅力の活用 生活利便の維持 地域福祉・子育て支援の充実 

西 区 北 区 東 区 中央区 江南区 秋葉区 南 区 西蒲区 

地域 
拠点 

都心 
周辺部 

地域 
拠点 

地域 
拠点 

地域 
拠点 

地域 
拠点 

地域 
拠点 

田 園   新たな産業集積地の創出    多様な体験･交流の促進    農村集落の充実・活性化  

都心 

取組方針
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（２）まちづくりの方針 

都市と農村が交流・連携する新潟らしいコンパクトなまちを目指し、にいがた未来

ビジョンで掲げる土地利用方針を踏まえ、本計画における３つのまちづくりの方針を

定めます。都心及び都心周辺部、田園集落や生活圏の中心に位置するまちなかにおい

てそれぞれの特徴を活かした都市機能や居住の維持・充実を図るとともに、可能な範

囲で土地のリサイクルが図られるよう、この方針のもと、具体的に区域を定め、その

誘導策などを展開していきます。 

●日本海側の拠点都市として、都心及び都心周辺部、特に、

古町・万代・新潟駅周辺・万代島地区をつなぐ都心軸・

交流軸を中心に高次都市機能の充実を図るための取組

みを推進していきます。 

●開港 150 周年を迎える‘みなとまち新潟’の歴史や花街

文化の活用と発信、信濃川やすらぎ堤などの水辺空間を

活かした体験型・時間消費型の空間づくりに取組み、都

市の中枢として都心の魅力をさらに高めていきます。 

●まち（市街地）を包む田園では、全国有数の食糧生産

機能の集積・強化を図るとともに、食産業を支える田

園集落の居住や生活利便性を維持していきます。

●地産地消、農作業や「食」を通じた体験・学習・交流な

ど、まち（市街地）・まちなか（中心部）と自然・田園

の互恵関係を強めていくことで、双方の活力と魅力を高

めていきます。

●まちなか（市街地）では、住み続ける魅力や多様な世代

が住みたくなる魅力、居住のきっかけづくり等の誘導策

を講じ、居住人口やその密度を維持していきます。

●それぞれの生活圏（区）の中心部（まちなか）では、地

域固有の歴史・文化を活かしながら、人との出会いや、

顔が見えるまちの形成を図り、まちにでかけたくなる魅

力づくりにつなげる取組みを推進していきます。

●特色ある区づくりの実践とそれぞれの結びつきを深め

ることにより、多様な交流を促進させます。

多核連携の充実と自立方針３ 

広域交流拠点としての強化方針２

首都圏 

日本海国土軸

新潟市 

環日本海の諸都市 
国内主要都市 等 

海路

空路

まち(市街地) 

区(生活圏) 

まちなか(中心部) 

快適な田園暮らしの充実方針１
にいがた未来ビジョン

土地利用方針 市街地と自然・田園の維持 

にいがた未来ビジョン

土地利用方針 拠点の形成 

にいがた未来ビジョン

土地利用方針 連携軸の強化 
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２  目指す都市の骨格構造 

（１） 基本的な考え方 

本市の都市構造は、高次都市機能が集積した都心、それを補完する都心周辺部、それらと公共交通ネットワークや道路網でつな

がっている地域拠点で構成されています。また、本市は近隣市町村と広域的な連携を進める「新潟広域都市圏」を形成することに

しており、都心や都心周辺部、地域拠点と近隣市町村とのネットワークの構築も重要となります。本計画では、立地適正化に取組

むという観点から改めてこの配置を明示するとともに、それぞれの拠点が担うべき機能について再整理しています。

都市計画マスタープランでは な
方
針
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都市計画マスタ プランでは

図  都市構造概念図
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